但し、一つの住戸内の洗面所、便所その 
他これらに類する室のダクトと接続され 
る場合で、洗面所等のダクトが不燃材料で 
造られている場合はこの限りではない。 


广 


⑤ 点検 □ 


-⑥ 漏電遮断器- 

漏電造断器(電源ブレーカー)を設けること。 


I 本体 




■結線図詳細は裏面の 4. 電源接続工事を参照してくだごい。 

換気乾燥機本体 


リモコンコード 



電源配線 
- HBK - 2200 PT 
単相交流 200 V 


搭先配線】 








山 


■リモコン 

• 取付ネジ (4x30) 2 本付属 

_ 130 _ 13 


電源接続端子 


〇; 

〇; 


SS 子於 



Hitachi Living Systems 

タイマー残時間 時巧 

0.5 12 3 4 6 810 フ "W -細 

マ-設を) 

レ:が止 ，»し 


國國圆圏 




HSK- 2200 P" 


機器本体に近接する部分に、機器本体の 
点検•清掃に必要な点検□(容易に点検•清掃 
できる構造のものを除く）を設けること。 


■排気ダクトが他の換気扇と共通になる場合のを意 
♦マンションで排気ダクトが長く、他の換気扇と排気ダクトを共通にする場合、同時運転時は 
換気能力が充分発揮できないことがありまず。なるべく単独排気ダクト配管をご検討ください。 
•他の換気扇と排気ダクトを共通にした場合、ミ谷室乾燥暖房機を運転すると、他の換気扇側 
に排気の一部が流れることがあります。この場合、ダクト継手（逆風防止シャツター付：市販） 

を他の換気扇の排気ダクト側に取り付けてください。 


■排気ダクト先端にパイプフード•ベントキヤップの防虫網付(細目)は絶細こ使用しないでくださし、。 



外径寸法とさ郁のを祿および結お図 


■このミ谷室乾燥暖房機の質量は単相交流 200 V 仕様で約 6.9 kg ありまず。 
使用天井が弱い場合は、補強材で充分の強度をもたせてください。 
強度が不足の場合、天井変形 • 本体落下等の原因となることがあります。 

•補強材を必要とするミ谷室の場合（一例） 

補強材が必要な場合は、図のように補強材を取り付けてください。 
※補強材の寸法は天井厚を含めて 45 mm な下にしてください。 
これな上の寸法になりますとダクト接続口が正しく 
取り付けできません。 

※テの構造条件に応じて取り付け方法をご検討ください。 



J 


A 

J 

;許 


指定する距離で設置できるもので 
あること。（本機は上面、側面共、 

密着 （0 mm ) 設置力巧能です。） 

^_ 

r ②取り付け- 

機器は、上階スラブまたは天井等 
に堅固に巧り付けること。 


造営材等を設けない範囲- 

お室内への温風吹出□および空気 
吸入口の前方 30 cm 未満の範囲 
内には、造営材等（乾燥するあ類 
をさむ）を設けないこと。 


HBK -2200 PT 工事説明き I 特定保守製品 

ミ谷室乾燥暖房機(天井埋込みタイプ) 

販売店•工事店さま用 


取付工事を始める前に必ずこの工事説明書をお読みくだない。 

取付工事は販売店•工事店さま(電気工事有資格者)が実施してください。(お客さま自身で工事しないでください） 


本製品の施工にあたっては、地域により防災上での制限(内装材の制限、可燃物との距離の制限 
など)がありまずので、詳細は行政官庁または消防署にお問い合わせください。 


特定保守製品に関ずるお願い 

•本製品は、消費生活用製品安全法(消安法)で定められた特定保守製品でず。 

•特定保守製品の所有者は、所有者登録と点検期間に法定点検を行うなどの保守を行うことが必要です。 

■同栖されている取扱説明書と所有者票(燈をのビニール袋に入って 
いまず)は、お客さまに必ずお渡しください。 

■お客様にお名前や住所など所有者情報の登録をおずずめください。 

•所有者情報は、所有者票の返送またはインターネツトからご登録できまず。 

•詳しくは、取扱説明書の4〜7ぺージ「長期使用製品安全点検制度に関するお願い」をご覧 
<ださい。 


•取付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認し、お客さまに使用方法、お手入れ方法を 
説明してください。 

•この工事説明書は取扱説明書とともにお客さまに保管して頂くように依頼してください。 


安全上のご注意 


必ずお守り < ださし 



■ ご使用の前に、この「安全上のごを意」を必ずお読みになり、正しくご使用ください。 
■ここに示した注意事項は、商品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人々への 
危害や損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを説明しております。 
■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、 

次の表示で区分して説明しておりまず。 


A 警告 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死 t または重傷を 
負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が損傷を負う可能性 
および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示(例）で区分し説明していまず。 


A 


この記号は、「警告」「注意」を促す内容があることを告げるものです。 

図の中には具体的な'ま意内容(左図の場合は一般的な注意)が ffi かれています。 


0 


この記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中には具体的な禁止内容(左図の場合は一般的な禁止)が ffi かれています。 


〇 


この記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。 

図の中には具体的な強制内容(左図の場合は一般的な強制）が ffi かれています。 


A 警告 


0 

単巧交流200 VI ^4外では使用しない。 

火災や感電の原因になります。 

0 

配線コードにより線は絶対に使用しない。 

漏電•感電や火災のおそれがあります。 

0 

ミ谷室天井取付専用の'お室乾燥暖房機です。ミ谷室な外の場所には取付けしない。 

感電•火災 • 巧障の原因になります。 

〇 

取付けは、お買い上げの工事店または専門業者に依頼し確実におこなう。 

ご自分で取付け工事をごれ不備があると感電や火災 • 落下の原因になります。 


修理技術者が外の人は、絶対に分解したり修理はおこなわない。 

発火したり、異常動作してけがをすることがあります。 


仕様変更•改造は絶対にしない。 

火災•感電•けがの原因になります。 

〇 

メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りの木造の造営物に金属製ダクトカ谭通する場合、 
金属製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、金属板とが電気的に接触しないよう取付けてください。 

漏電した場合発火することがあります。 

〇 

アース （ D 種接地)を確実に取付け、漏電遮断器を設置する。 

巧障や漏電のときに感電することがあります。 

0 

内蛋式風呂を据付けたミ谷室では使用しない。 

排気ガスがミ谷室内に逆流し、一酸化炭素中毒をおこすことがあります。 

0 

運転中に本体から異常や異臭が感じられたら、使用を中止し分電盤の専用ブレーカーを切る。 

異常のまま運転を続けると火災や感電の原因になることがあります。 

0 

有機溶剤やスプレーを本体の近くに置かない。 

爆発やが障の原因になります。 

0 

コンセントおよび換気扇用のスイッチは絶対に使用しない。 

漏電、感電や火災のおそれがあります。 

^本体やリモコンに直接水やお湯、カビ取り剤などをかけない。 

^巧障や感電することがあります。 

〇 

ヒーターの熱を直接受ける場所に造営物が無い事を確認する。 

火災や巧障•変形や変色•変質の原因になります。 


r 


〇 


配線工事は電気設備技術基準や内線規定に従って安全•確実に行う< 
接続す良や誤った配線工事は火災や感電のおそれがあります。 


〇 


本体の取付け工事は十分強度のあるところを選んで確実に行う。 
落下により、けがをするおそれがあります。 


〇 


本体の取付けは本紙「取付のごを意」を守る。 

火災のおそれがあります。 


〇 


洗濯物はフ□ントパネルの吸込□•吹出口から 30 cm な上離す。 

本体吹き出し□に近づけ過ざると、火災や故障、ホ類の変色や変質の原因になります。 


〇 


部品の取付けは確実に行う。 

落下により、けがをするおそれがあります。 


〇 


取り付け作業時には、必ず手袋をはめて行う。 

板金部品などの切り □ や本体の突起、巧などでけがをすることがあります。 


〇 


点検期間中に法定点検を受ける。 

経年劣化により、発火、ケガをするおそれががあります。 ♦ご使用になる前に必ず所有者登録をしてください。 


0 


強い振動や衝撃を与えない。 

感電や本体の破損、落下により、けがをするおそれがあります。 


0 


ヒーターを指などで触らないでください。 

やけどや故障の原因となります。 


お願い 


■取り付け場所について下記の点にごを意ください。 

■スチームサウナ付のミ谷室には使巧できません。(故障の原因になります。） 


リモコンは脱衣室など'沿室の 
外に取り付けてください。 



で 


1〔 

1 し 

4 1 

J 


油煙•タバコの煙の多い場所で 
使わないでください。 

(破損•故障の原因） 



付おの温度が40でな上になる 
場所への設置はさけてください。 
( 故障の原因やモーターの寿命を 
早めまず。） 

化ぺんぃ）乂 




有機溶剤を使う場所で使わ 
ないで< ださい。 

(故障の原因）_ ， 



0 0 


温泉で使わないでください。 



スプレーを 使う場所で使わ 
ないで< ださい。 

(故障の原因） 



■取り付け方法について下記の点にごを意くださし、。 


点検□を設けてくだごし、。 
(保守点検のため） 


しっかりと取り付けて 
くだごい。 

(騒音、振動の原因） 


給気口を設けてくだごい。 
有効開口面積100 cni な上 
(効果的な換気ができません） 



^2?^ 

-- - •^シ 




断熱がでおおねないで 
くだごい。 

I が障の原因やモーターの寿命を、 
、早めまず。 I 




■次のようなダクトエ事はしないでください。風 量 低下や異常音発生の原因になります。 


♦極端な曲げ 

(90° な上曲げないで 
くだごい。） 


参多数の曲げ 

(曲げ数が多くなれば 
風量低下します。） 





♦吐出□のずぐそば 
での曲げ 

X 


参接続ダクト径を極端に 
かさくする。（しぼり） 


150 mmW 下 


X 


L 1 


取付けのごを意 


■製品の取り付けには、下図 ①〜⑥ のような規制を受けますのでご確認くださし、。 

(地域によっては、火災予防条例にもとづく指導が異なる場合がありますので、所轄の監督官庁にてご確認くだごい ) 

①機器本体- m —^^ r ④排気ダク!- 


適合機器本体の可燃物等からの 
保有距離については製造業者等が 



〇ダクトは不燃材料で造ること。 
〇ダクトは専巧とすること。 



\ 天井材\取付ねじ 
フ□ン U ネルが本 



应注意〕 


取付可能開□寸法 
280 x 400-300 x 425( mm ) 

基本取付開□寸法 
280 x 400( mm ) 

適合ダクト径 
</) 100 ( mm ) 

取付ネジ（本体固定ネジ） 
4 x 30-7 本付属 
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取がけ前の準備 


本体の取り付けに際して、必ず天井を充分に補強してください。 
下記の寸法は基本的な寸法ですから、取り付け位置はミ谷室の 
スタイルに合わせて設置してください。';谷槽の上が一般的です。 


① 本体の取付方向 • 取付位置 • 排気方向を決める。 

② 浴室天井に内寸が図1になるように開口巧を亂ナ、必要に応じて補強材を組みまず。(図 2) 


取付可能開口寸法 
280 x 400~ 300 x 425 mm 
基本取付開口寸法 
280 x 400 mm 




図2 

※'ま意 

• 天井の材質強度が不十分な場合、必ず補強材を設けてください。 

•補強材は、強度•耐食性のあるものを使用してください。 

•補強材は、天井板を含めて 45 mm な下のものを使用してください。ダクト接続口が取り付けできません。 
•本体の取り付けは、必ずミ谷室内側より固定してください。本体のメンテナンスが出来なくなります。 
•工事終了後、補強材の切り残しや、その他の可燃物を天井内に残さないでください。 

③ 本体の準備をずる。 

③ -1 フ□ントパネルをはずす。 

固定ねじカバー (4 箇所)を矢印の方向に引き、 

フロント/ (ネル固定ねじ (4 箇所)を緩め、 

フロント/ ネルを本体よりはずす。 

ミ主)固定ねじがフ□ンり（ネルよりはずれた場合は、 

フ□ントパネルを固定する時まで無くさないように 
大切に保管してください。 


③ -2 排気方向が図2で A 方向の場合、温風吹出口が洗い場側に向かないため、 
次の手順で温風吹出口の向さを変更してくだごい。 



闻し引】 

丸印の巧のツメ6箇所を内側に巧し 
ながら、ケーシングを本体からはずす。 



ヴメ 


【手順 2】 

ルーパ'-固定ねじ2窗巧をはずし、 
巧し、ケーシングを本体からはずす。 

固定ねし 


障順 3】 

ルーパーの向きを 180° 反転して本体にセットし、 

ねじで固定し、手順1ではずしたケーシングを取り付ける。 


固定ねじ 



I 吹出ち向^ 


本体 



ケーシング 


ルーバー 


ルーパ'- 


③ -3 排気ダクトを本体からはずず。③ -4 付属のパツキンを本体フランジ面の溝に差し込む。 



パ ツ キン合わせ目 


本体 


妇戶気ダクト 



本体 


パ ッ キン 


2ダクト接続口の取りがけ 


① 取り付け前の準備③ -3 ではずした排気ダクトを天井開口 
に当て、付属のねじ （1 本）で天井面に固定する。 

ミ主）幅300 mm で開口した場合、両端のすき間を均等にしてください。 

② ダクト接続口にダクトを接続して、風漏れのない 
ようにアルミテープを卷いて固定する。 

※ダクトは必ず屋外に向かって下り勾配にしてください。 

※アルミテープは風漏れのないように巻いてください。 排気ダクト 

※ダクトは排気ダクトに力が加わらないよう 
に卷いてください。 

■次のようなダクトの配管工事はしない 
が障の原因となります。 


排気ダクト 


(1) 極端な曲げ （2) 多数回の曲げ （3) 接続ダクト径 （4) 吐出口のすぐ 

を小さくずる そばでの曲げ 







ダクトは必ず屋外側に下り勾配 （1 /100 
〜1/50)を設けてください。雨水の浸入 
や結露水の逆流の原因になりまず。 


バイプフードまたは 
ペントキヤップ 
(別売品） 


③外壁面に、パイプフード(別売品)またはベントキャップ(別売品)を取り付ける。 

-パイプフード-ベントキャップの防虫アミ付(細目）は絶対に使用しないでください。 

-パイプフード-ベントキャップは強制換気用の低圧損タイプを推奨しておりまず。 
■パイプフード-ベントキャップの施工方組ま、それぞれの工事説明書をお読みください C 


3本体の巧りがけ 


〇本体取り付け前に電源の接続工事を行うことも可能でず。 
点検口がない場合や天井裏スぺースが狭 < 作業が困難な 
場合は、電源接続作業を先に行ってください。 


① 排気ダクトが変形していないことを確認する。 

※ダクトに無理な力がかかることで排気ダクトが変形する 
場合があります。 

② 本体をゆつ < りとお室内から巧し込み、排気 
ダクトのツ X と本体の排気口を密着させる。 

※確実に密着ごせないと、風漏れの原因になります。 

③ 付属のねじ6個を締め付けて、本体を固定ずる。 

@排気ダクト側と本体側が確実に 
密着している事を確認ずる。 

※密着していないと、風漏れの原因になります。 



排気ダクト 


天井面 


固定キジ 


4電源の接続 


0本体取り付け前に電源の接続工事を行う こと も可能でず。 
点検□と開□部が離れている場合や天井裏スぺースが狭く 
作業が困難な場合は、電源接続作業を先に行ってくださし、。 


※配線工事、電源接続工事は、関連する法令- 
規定に従い、必ず「電気工事±协おこなう。 

① コード押さえクランプ用固定ねじをはずす。 

② 電源電線は下図のように先端を段むきにする。 

③ 電源電線を電源接続端子に芯線が止まるまで 
確実に差し込し込む。 

@リモコンケーブルを差し込む。 

⑤ アース線を接続し、付属のねじで確実に固定する。 

⑥ 電源電線をクランプにはごみ、 

①ではずしたねじで固定ずる。 

③リモコンケーカレをクランプに引っかける。 


配線例 


電源電線 （ VVF ケーブル： ( p 2 . Omm ) 
※電源は専用の配線用遮断機 (20 A ) 
から配線し途中にスイッチを設 
けない 

@アース （ D 種抬地工事） 

-ドクランプ固定ねじ 
コードクランプ 



齡1カバ-①コードクランプをはずす。 


固定ねじ ⑤2窗巧のねじを2〜3回おゆるめる。（はずさなし、） 

負)配線カバーを上に持ち上げる。 


リモコンコネクタ 


〕-ドクランプ 


本体 


【電源〕-ド先端加工】 

② 14 mm 15 mm 


VVF (/)2.0 


rC 電源接続時のミ主意事項> 



■電源は専用の配線用遮断機 (20 A ) から配線し、途中にスイッチを設けないでください。 

※電源電線は VVF (^2.0 の2芯(電源のみ)または3芯げース端子含む)を使用してください。 

細いな線のコードを使用すると、発熱により発火のおそれがあります。 

※やむを得ず他の機器と共用する場合でも、同時に運転した際に許容範囲内であることを 
確認してください。「この場合、本体点検の際に他の機器の電源を切ることになります。」 

この事を必ずお客様にご説明してください。 

■壁スイッチを電源スイッチとしては絶対に使用しないでください。火災やさ如章の原因となります。 
■ D 種接地工事に基づいたアース線を必ず本体のアース端子に接続してください。 

■電源電線は本体取付位置より 40 cm が上斜谷をもって配線してください。 

※メンテナンス時本体が取りはずせない場合があります。 


5リモコンの取りがけ 


■リモコンは必ずミ谷室の入り口付近(脱巧室側)の操作しやすい場所に設置してください。 
■リモコンは防水構造になっておりませんので、ミ谷き内に設置したり水に濡らさなしけうに注意してくださし、。 

故障の原因となります。 

■ U モコンの取り付け 


リモコンは、次の4種類の取付方法がありまずので選択して取り付けてください。 

① 壁直接取付一壁面にな上のコード通し巧を開けて直接壁に取り付けします。 

② 1個用スイッチボックス使用一事前に1個用ボックスを取り付けて IJ モコンを取り付けます。 

③ 2個用スイッチボックス使用一事前に2個巧ボックスを取り付けて U モコンを取り付けます。 

④ はさみ金具取付一市販品のはさみ金具を使用して鹽こ U モコンを取り付けます。 


※ここでは壁直接取付で説明しています 

① リモコンの上ケースをはずす。 

② 壁を通したリモコンコードをリモコンに接続ずる。 

③ 下ケースを付属の固定ねじ2本で固定する。 

@リモコンの上ケースを取り付ける。 





固定ねじ 



上ケース 


6試運お 


■取付工事が終わりましたら、取付状態はしっかりしているか、電気配線•ァ ース 接続 •リモコン 
接続などに誤りはないか再確認の上、取扱説明書の運転のしかたに従って正常に運転 
できるか、確認してください。 

■送風•換気フアンは回転していますか？ 

■モーターから異音等はしていませんか？ 

•温風は出ていまずか？ 

参正常に運転ができない場合には、ずぐに電源ブレーカーを切り、配線等を確認してください。 


フロントパネルの取りがけ 


① フ□ントパネル固定ねじカバーを4箇所とも開く。 

② フ□ントパネルをねじ4本で固定する。 

■フ□ントパネルの向きを間違えると、正常に 
取り付けができないのでを意してください。 

③ 固定ねじカバー4箇所を閉める。 


本体 

フ□ントパネル 
固定ねじ 


C お願し0 

参フ□ントパネルと所有者票の「製造番号」が同じであることを フ □ント パネル 
確認してください。 

♦この所有者票を必ず所有者様か物件管理会社様にお渡しください< 



8巧類吊り下げ用パイプの取りがけ(別売品) 


①巧類吊り下げ用パイプは温風吹出口から 30 cm 〜 40 cm 下に 
取り付ける。 

※洗濯物乾燥のとき、温風吹出口付近がいちばん 
乾きやずくなります。 

参衣類吊り下げ巧パイプを購入されるときは必ず1本当たり 
T 0 kg な上の重量に耐える不燃性と耐义性のある品物を 
選んで取り付けてください。 

•巧類吊り下げ用パイプの取り付けは、充分強度が得られ 
るように補強等を確実に行ってください。 

•衣類吊り下げ用ノ イプの取付位置は、必ず指定の寸法 
で取り付けてください。指定の寸法け外で取り付けまずと 
乾燥時間が長くなることがあります。 





本体 

&— 



1 5 cm 〜如 cm 


9フアンのお手入れ 


1 . パネルをはずす 

のノ くネル固定ねじ力/ く’一を4箇所 
外側にスライドさせる。 

感バネル固定ねじ4箇所を緩ゆる。 

( D バネルを本体からはずず。 





バネル固定ねじ 


パネル固定ねじカバー 


3 -フアン固定ナットをはずず 

のフアン固定ナツトを左に回してはずす。（ナットは手で回ずことがでさまず。） 


ファン固定ナット 



己-フアンのお手入れ 


①掃除機でホコリを吸い 
巧る。 


这台所巧中性洗剤をうずめたぬるま湯に浸し、 
水洗いしたあと、からぶきをして水滴をよく 
ふきとる。熱による乾燥はしないでください。 
(変形、変色の原因になりまず） 




2. ケーシングをはずす 

①6箇所のケーシング固定フックをはずし、 
ケーシングをはずず。 



ケーシング固定フック 


ケー シング カバー 


4 -ファンをはずす 

のファンを両手で持ち、下側に引さ抜く。 



6 -フアンの取り付け 


①ワツシヤーの山と、ファンの谷を參な下はずしかたの逆の手順で組み立てる。 
合わせ、フアンを最後まで 
巧し込む。 
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